
圏圏図回圏
争佳畠

政三台iCI摘心めi）ませんてした言れと言った不惑（筋か，たし、甜菜3重なろば

わずらわしいゴクうり一二位れりたくなガったのです。たがうそれにI細れもてず（くたた

黙って〆高で生きてきよしだ。ああー　的なの（こ擁‘女傑一諸れてきたのです。それ脅

し、つのま（こ無口うず知らわ和C、旗貿いかつで真綿で童謡経の多少のよう（こ。

圏

伽／？I時雄・概航秩父市I〔生まれ打た。あの重合妨・秩父（純粋，・

招掘出’のろまか、参と臥、ますが＼煮れば侮一二とって少し”（訪両雄わ種です。名案

は夫婦を・執二iウキィやピー』やディラン壬p　細のネタ一一すヤマハ。－⑦人見為の束

っネて’房男。つ計）三人の確透の申て香うました。綜）規の秩細組諸の似ことって欠き

柳瀬の一つです。

椋父－こイ祖人位五年の拒舞葎メント工場の在原被婚鍔の爆音でか　琴か拭来れ。

衿爆老（古、のす八　の山　にこたえして思わす毎覆う種の大きさです。人（コ6万人の

きりの山一で㊥まれた′l、どな重婚の衝は　セブン手工あの方昭でネズミeiC染まi）、i室）まで

lが被われてし、ま

幻寝射珍な夢で 乱ゲイ1マイトで紡づれ剃り取られた秩父のシ二木）しで初3武野出はなから今も艦名（く名将雇わせていきィ。

i弼党じセ，シトiつの街、秩畑二倍の珠て寮圧雪の線描観て㊨ごした後、イセ

年子旬に硫IC鮎1今IC至っています。／08初操おく和）初穴背離か後（こして寿絹Iこ

向け1南下する途中、．出したき子掛－イヴらフミューンとくての詔我利　功で案Oi）、奇文

一諸ま3こと一二しました。それまでI抽経て御縁華中／て冒して谷で越弓づと乃えて、、

れた。祐和装の桑で切ら、ここ（こ窮まて殻多久計李の参等これっぽっ雄妨有

ヴったし・偽Dううとるしょせんでした。地域巧者と窮勧圧のすすれ）会し、富夫0う緋

．＿七でー＿ブ＿つた夢か∴ヴえってこの侮卯の花人証和に　の甚助

裾掴‘こした硝拓ll射Ol∋仁無婚）遷賜へ来てすらいつのま（ミサ3凋

が⑧ざようとしています。2伯何鵜を為りような宴豹〔

褐i座っていた倭lことってここで。生請けとてる多くの夢

で考え3万々ニス富みえてくれました。接鳥屋サはれだ多

くの人β（山谷労働番耕羨911朝霧民、ワイス民放等豆伯

め、アジア、南アメlノウの人々箸も含め）の上IC成り立っ
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てし、たし・和名涌か二礁白　糖裾か刑（こ締られ操られてき′このでィ。今までi生きてきた必缶句

が1／ヽ1無駄とげろわな一、まで主　ここでの生名id煤に索；：べき互刀の誘う生きうそ数え

1くれました。そしで　の中で　健的がか）つつ豹琴か実鳥としてかすって指し

窮細り知識やかじ・の去るで揮、った礁砂人称の話しの鮪の甲l二八，て行くiこl雄和、

らがらすら和1れliiみちな，、雀と、－ううのサ拐′）よしたり㌧フ上れ61と、、した何題で（細

りませんてした，わゲら行‘、なす当主シ優劣としての盃兇iするってきたつるソたし一　文それ

壬和、てら∴れましたoなれそれ負った霧希も、ええ．．坐　か巧ダフ夫人（旬かi烏的碩

Z無　力を11生　‾汚くのですグら・短的萄勧め，て郷で1。のの　でであ、、

の碕う塀1売電の金一、カとして行（のかっミューこてか）、築裁利なのでィ。象我利すら裁

すめIlたならただの教理－くなってしまうの1一す。たた召二々ダマリのあるリIC条規的な

ユートピア（重合）塞句一再っい1行17年と思えたし、祝すし一再竹を研く）ました。そ

れ（条規至誠）再検（くるみえ3参なのでなあのこと強く戚ciたのイ㌧右で青々の縁（句叛け

るのIC耳うたいした晴軌雄ヴ（）否々㌧仁でした∴；荷二もタ当年）もヤマハ若イク・日動の

馳仁で縁故していたし．今はチ　承るね偽　句題、そして竿の御免lニ種え　アルル　ニiうみ

い、づとてつるなし、パケモノ一二立ち働．てい3のでィ。イう、、った多子特種した上千鶴

一人一人か老幼妬め？行う（到れ己又大き万原動かC哲りえダニとけ云うまでもありま

せん。

日常生霧の面I∵あいrrレイシフ」ダントーワンク・′ネ今自助努超合理的．鵜憎掬え

明社会（鳴りらつれてきた偵辛とってI摘織的な何題よ川和＜し勃てら分局貨の衆力でセ

ふじ、t‘霧乍えません1した：　うiた　つうつ力の弓で二やおししいア、ソプ，しパイク規lブ

3砂　山のような誇れ物生れい‘て煮えろ畑籍盈老婦裏手大きく看てられるガ、こやし

‡バうニスよく租ざ盟へ・3年アプリ約gカ後く狛13う「、窃厚弱く上手ICさ一両タグ、

切れ味よくれ1研r高畑／クや召ゾラでラ書く夜し、こなせるサ第一一例至上lすれす

りI）の嬉し、穫身lくつIすべへ　両面函組　ったし、ヌ知ら和、多毛学ぶのく舌膿ICと．てとて∂

楽しいことでした。これが出た律覚え和イれ（で毎ら臥、肇かたく　人人　目）ますか

的中iこ偵自負の知憩や多夫が生すゼ3ようかん（おて行きたいと電－、否す。

＿＿＿　　÷＿≒ま二三ゴエー一一－

≡藷一一一／「一読塵重宝三 
ニー－二一二一1長ト 　＿貴重こ．一一・を＝］－＿＿＿ さま遠く一二 　　書手義春－ � � ��1渇露で＿－、 �′》 ∴・ヽ 

′＝教典姦 ●、－一つ“‘二で　一〇一 ＿（。＿＿＿　‾雪雲暮し 
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／粥缶も介しつみった／2帥26・元号潅た，た唐桑うし、－4・入浴《タに亡くな′）ました。今

まで死体なんて鬼実ことも目視，たことも一吹いたことも、映れ，たことしみかったこの

侮サ‘考の死体一二玩ふい出（Mlでなろうとけ乳一己よらないニラ、声ニケ硝＼来車でした。

鋤層の鋤たたクで、朽汚したCゲの放線、物観（ら高うの祐）和コ知合て

畏れ3こ　け妙　手せん。　のeのタラ知らせ舌威し、1卵イつ－1た暗くこげ、もうイ1

に歌もなく、じ臓も七㌢，てし、よしたす、わすすi拘りの可能虚実イ打て区別、・i来るまでの

2時師年）・大人　サリ／母死の人工呼吸（マウス・トゲマウス）で試みました。しかし弟凄

うし’’か缶生色と疎さかえす妬めソ葎太れた。朽（∋の約、か一寸つ享受したい

さん信孝のIうり夕かこにはナ腐ら棚大雄，ているのでi一方。I舌んの一飽和こして物

納伽－‘iたたの肉の③鉦）i語ってしまうりです。否はリI㍉和たりまえみこの琴一定でイ経

ろ机か十をれ坤11いました。禎l新化か遷んた現代の往々に先主、1人何の免と。ラもの

時れれ　強公i背す訪ケなくなって－、紡。／下、ソト千飼う二と抽象なし、都会のタイ姫

に直ながそうそれI彊いせ簿での砂釆秀としかタらなくな3て工占う。後　仇死死1、う六

線の上（二門多毛衆っしてそれる二川彊否せん元直し、つの酵て己生きて行く多と

かっい1されってい3のです

人で毅すって云う秀一雅人て人I石）的否んだフナ

か鯛級で勉移して一兎大勢へ行く‘i）も

勧∂こケ2痢），1ネクタイ締締絹電撃に薙られる写生

毎誘帥uI細銭の前で化粧して涌行のうら二一すうより∂

約人脚砺こと　　殺人♂

大部笛だっ1綻糀絡んで窃し、魔王し－じ’崩れたリlれ右中

間子種施、イ抽斥性で殺し合うなんて人働く年、存亡の

こ人格でナイフで、多良でビス目しで、六　十で　す有ル丁、架獄の冬至ナノしI、ニウんでp

無窮Ilのイ納豆i裳海鴨後宮生食にあいて伊それで臥㈲サ鉛筆という窮にあいて功

夫で拒否づれそしだ。大内物物と雄IIl隔て3在の二とこそ久手移牒，、上すI）です暇

‘）あうこの姫葬の上で健垂栃、互し、（こたすけ合って生きて行サな（1れl握り甚大。三留や

大柳ちのガ零れIすす㌧1生きてしリノ傑遥I二日それで拙句グ弛とろうの有高裟釦初

秋う両用か在　のなれで動物惚初動とタ
ンコツI礁サ聖　徳笹原テク離す名で行雲ウ㌦、、新第線サ穿くをれI舌を升か佐至の・両

局可穿き十重いうへ電－、ラ〔と遊んで行くような気ケしてか）看せん。　研な3海IJ后妃

米銀・有機廃棄物で巧され、生徒3犬猫i接客でびびれカ∴つIL上方一子縮れタ

イ1マイト1瑞それています。私利私欲IC補われた名のそ岩垂I否この費碑と人l旬と宅印り

リiようとして－、脅す。ほん士うl譲っれてし－　d目す侮動じ方のてイ∴写して名優垂

は自　ゲラの卿楊しっへ㌔重しを牽けています。指の泰Iいタ榛、目切線、－㌻確i脳の斜、
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升侯、霧えっっ当1葎脅棚整鵜。め（）

寸言伸雄集落（火砕、雪宙）サうり警告

実のです。

紬かつ∂めなたの在れいます

多望瑞に狭山く九イ丸く砲手久くく

めなたと夏に考わた、、のでイ

集会やダそIかかしません

余裕かあ　なみ　　ニノン用材しみません

出来3徹りのかな‘）ます

弘（和、つも紛争たの和かこい示す

めなたと其一二歩みたいのでイ

ああ　で5－、一・でも

それか1ぱあかなし－て

とめらゆ3万牽考確通のIa寝とi）まいていさ

（くはかなリム

初めiなれだ11iあがな－1ておくれ
Gここ（こ架て一統やろうわ

∴：、

／′ふヽ
一一一、－－ヽ

ゲこそ　の緋たイ辞す粟

l r／∴ l ∴ �綴 ‘‾l I 

出航た諸名品鵜のなら今すぐ待こ帰った待。、、、でしょう。LLめなた
に帰絢が称、のな守、どこサ行（ベ・細江サイ¢高い、でしょう。タ的一計画線で後を抱

え、節会一細密て悩んて‘再生あ枠が求め雄寝’“行くへ冬作か蹄為（くわ39です。

鮎鵜久坤の終i）で免と畑1彼でここ－く語らずつい）です考の先生と‘か臣出ま

せん。

像穣いゆ人生のマ　ターキー招契していたような気サ・・しみず。15ノんなるの侮めりめ

りiれなつ、語のです　人生の扉科人1ハン々一イ所々壊し座りの壁でさえiこな二、な（こ

叩き経てロイれほ‘な－）ません。煮こヴう葬rL

L、第一勅i桁多の1ィ。星1夜を彊維傍

ヤひっi）々索秀でて湊で諒生まれ輝候蓬

の為（で委しく．幼姓、この残されたら麿を牽

なりれけなリ　セん。なれが儀　に競られ　完

だ人生の稜題なのでィ。

－ヤ在ネシア紀元　4007‘浄2β－
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増車膨移務◎鯨瑞甜舘議相即
鐘紡寝床か守宮で鮭して排ようとした時、めも埼劫槌か鋤、Ul，の（気的‘）

だo崩か5時勅沈船とむめ、LL）と（細ってし，たか的さ　れとはもうの鱈。いつも郎
〝ようLo。してや5主調とかし）。て起きるの借り略から限ってそれ舞、葦か）。ボンが

すぐICおきて（）るのかわかる。あれは，3㌦っとボンと謁9台。Zrオしだって農，Z気

帝3㌢やってし）た。と33かどうだ、，今日もし起き　とした　3リブあさ　ドッチラグの

免か鵬博労りんなし）んだ、。最を，机，Sが駒沈（′た夢′誰かlC・ウ1ツ倣シラクかノ

5。。と思すカ血でしまうこと。れっ亀的雄持す紅か排Zみんなと威宅合祝典

（誰漣するごとが門なくなったo今津的即の植yg戒めて、，撒IC′合評どう

もみんなとシッウリ画、綱、った。分外　島地かサ末　として・痔のなんだ。なんとカ

軌批南棟。あげラ刷博席んでど諒もあ持し布，。人8人ノとのふれ合う

秘結一一諾黒羅誓需認諾器嵩霊．；

器嵩霊葉撥鸞畿藍灘誌
く加だ。向合というものも　huの畠か壇食としたらどのよう（こ極かすすさ行あは

省駆）碩職，れ）うひの描やりが㊥んめ働国人の皐としてrh沌反れ」もして。

沌醜‘こ渇，て鰍沢は々ねか幻謝り融部。沈雄ヴ噂・こ短均屈筋
バーも柏舞岡もブZL，召し高吊りの公排愛，‘狙㌍しZ・，る自妙との鋲の小ブ‘自性

も郎睨枚星同日中生年，夢操砂的，松匂肩部1出自17免雛と＝／か妙棚，，

時雄としか探れ鋤し穴。功しSのことは初演　む俸肘の窮駿・から緑速乾

の鮎かこワ卑し　つた砂の勤と‘ナ　押生と′オ71°‥で・′　ペグ‘ひと的

手へ哨掴、し2校涌出lサー粗く＆、てい、れ心親心に勾す沌殺し，弟ク0

両加弼き油分。弱め（こ　てI消印政の雄ル，もし，ク彊栂卵立っている

犀潟嘘か允く軌7－I勅、つたい〉うこ頼鎚。油的な鵬靖申水田沸立
お知れ時人とクの勤めも鶴曝してしきシ砂かこつなが，7。，き．ある日，久窮醇

の拐ゾログか9、の妙へニンニクの櫛は守各雀し所得諒や、「幼瀬へ埼77－－時急く

盤憲嵩競諾接勢誤読霧
を塊乾しが骸的耽。だが℃洗・重大肩の屑の暗，台石，れ〉さと・′坤で何か後

に立石。机と日光鵡鵬かっ勅、てとの事。「このままで・、暗鬼は無く舟，てしま

う読‘）う鵬博餓池司時敵騨れて鴫資本の萄曙も棚－こ申した
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自己主強でしか碕男の艦上I長、，帥宅の覗か，油揚剛。鯛勘定で物事を決鵬

常在主着的生き種排す知らずの内（串原的てしき。騎からだ。会、堪えは・親揃も
考える手酌すか大切なごとひ揃いイヤそん蒔庫考えるI甥か）の骨。その

欝
こ回

乱してし再おかげで恥ぶん熱某な向通人，礼てし）だものだ。ムカッの仰向たち（…鶏鳴
の動覗匪ら了もっ摺靭して的放、油日と古拙に。鶴の挽く謹めソ

過ぎた茄勅甲，このよう‘こ鞠妬ゲームを繊姉のの6う（こしZL訪ZL）を。為し所へ

噂）擁濾埴・和）o　紺原初妙細こ珂不自然にきれて絢のの多」，孔自優と頭
か唖き紺博の准いられてシャンチョウのほとんど雄映当て‘門。，傍っくや

シ向ものむ帝だ和郎から率歯んと（こ重し、）ことを知って否かb、，勅を舛l請

た人的（こ対し一歩覚罷ゆすI掘り。身のまわりに排だ執ことうわ地坪河めよ

うなとらわれb潮軸もしぶきとさわりしこは益々′自分勝幸棚方かさもしそし）祝し）う

擁疫が狩眺自己中Ieと。う。躯う（こ，物彊帥りの人々‘こ合痢稚さ新

途射るこ招く過卸しか68両（77、，すツ沈して祝も席次する印・祢）し，勿翰
去来へ訊，てる卵もな。ので朝か一勘合分は擁わ初，う徹しれ）紹吟
掴融でみ弛加が出てく弼煽るのかあお的中仙トリッア（諸う込ん質，る
人！こ臥出合鰯し批患う。そのよ棚方で竣ユー塙して。。まだば得，Z

もよう0、的ヨウシ烏軸邑っていた侮射ちの倒とし）うイヤイヤ”塩物をUOU

葦築霧霧露繚霧
し）うわ侮れる無視ん軟鵜も物凄碇／飽己，秀典ゴんl鰐の佑鵜重んUiZL）召人を

凸の彊怨っ己イ党の無雑ね紐皮もただひときムロアジ穀っ厭と言われ長崎両分白

身の，／勅語泳積極でたものおち。宅．して帝のネうな弱・′恵．もを軽め合ってき
た粘剣＝堰かtわのだ甑船舶など佃の伯灯窮か）oこれ鵡し旬見なし（こ荻
つれ）か鳴ら的格っひた榔39だがこのこ機軸うまい。講し奄めって、昨

豊態騒　露悪議　講義議課盈譜
他人もめ星座お　ごと9線もてられ短所ひもと憶えのギり－片手（こびるか都

農マントもなびか耽「吏鰯男の鞠鎌も烏今は来り同展面83しく頭物演のエン
マぼ姉弟常か樹こ語って薄味かヅI擁ん†ウ拐んあきの岳っこるん妙）釦

もなし丸嘗めさぅ噴け⊃トも第〇か胤）で娃諦観，‘もや，乙㊨3こび）℃

古も克。てる人亀免妹的し輸粥批高うはり忠海く，粗に当たる「とし）う

ふ　なこじが地軸胸である故，巾からなかフ毛とLj二光会し。
尊はその場のユ9－としてまとってし）るjや一刀60も

むうか虜、身のか、し碕く
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ム洲）（こ　て心的駒で，OeL）∂閑亨の話しも勘〉たり、画餅、3本を読めるきっ

て肋ので勝手Iこ，イ秋的鴨場。畦畦しめ′を九と当て‘拗幼帝i語って毛筋も例えば

対萌の齢のひとり｛こびもなり玩つもりしこ成って湯び沌してはノ弼俳こん桃も等
しも且確カに萌る鴇りも姉わんそし）る棚れ）ク¢ン女ヅ油ソ袖に治ったりもしを

外為の掴輪的他的体現舘は欺きむも，砲カとく訪中ころ語の鋤で危短各
席やDf能庶事戦目に現かれてく　カと思ってし）だ。をのdjか頭の申だけの勉虫

か動物の中ソかや僻ワたつもりの初脇～こ当て鴎る白焼虹だ、，と廟でし）た矢

先坪田公離混。鍾急く賛成派の俄約線しき漁協碓移裾杓の狩勧鰯混
用こ来召　し）うの噌ん視てじった会勘定に強力のるっ劇と患った碕ふうは
惑象り瓢惟り樽掬う。曳採れ吋や嶋成魚協績劾－ツ毒し，のかれもするだぴ（請う

シッ証プか弱だ最よ嶋こび湖面語か裏側こ自分5の〕練を烏丸霊力CI線材な

串でも。だろう。乙の9時か、，キ　したの‘ま．砥ロきんか肇塑弱めで知合長流朔してし）

3時lC彼の事も倒しておし）牝ばかり、夢で逃げようとすお魚的・壷も形縦略綬
の上での優刺さとをの場のふん四則わら板頓諦直球疇したoその後春奥さんか鶴

のらち見好かう「科即、こ　へへ粟　と′放れてしまうと恩っひる乞うひすか膏の

ような5時．誰もしききん0納婦のし・く迄，のぅしかこ鶉し合約〕とし）う正接クと確

倍を雨っ種喪的‘）だ時．残高らちの昌乾か側的してであり包含か椛に・ある

…船幽こ、鎚し）は大知勧賞本（こ，もしてその節釦ひ拘机）る稀国主湾の側

Iこ立77し）多の撼Uだ。物こ免‘こ＼られると思ってしたきか喪私見に人ら九にUと

。〉う忠，重しの緬細的I軌かう出動リマツな軌）上砂ツ召しが高男得ゐくし）つの庇

か、山下呑英数か）う勅勘Iこね亘れきっZL滝の砲、o

L〕つ沖・も度Zしのかフ，勅勘も産前のl摘めあう。

為りかわ姥でしなく榎を4尻揮う・′

gy漣のキミと当ソ馬の肥り

釦ZI　自分招く鬼的剃ご符を些抹ソIれたりその場限りの昏だけ）諦ぬぐも，を

串て謹。糾うl諺勃7両仇　ごま化す即かなく、美躯嬉々生み輔車でL
h冷し，‘古壷かここ奄凱こ難勧て日本人としての銃の立ウて－）袖勃囲うき

伸夫。差別の翰暫第7だ紛，礼砲岸吟雄和こと。衆秋声咽と
中は、れてし，約本の・8年鞠紐㊨と重体叛で‘ノ謀うな形或一への猶も輸出するとし／

溝か預如，では金網妙べI御仁く蘇ってし）5のくこ倭付くより佃ナシ。

舞坦　ノ短や粥，自分の鶴し直より公麿友新雪び，石油穀嫡敵IC厚相を軌，
コカ‖コーラを耗香することを融和）摘誇って田所うだか？フ弛劫の彊彊

霊器霜講蕊器端詰駕鵡）
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芭蕉おっZの勧補広いのか？・何の勧こ・′　Cッe一ノ、、yCO一変して尊光。猶

予ツタ一雄効くこ磐がし・短躯フ折，危う観てしまう。乞れくれ倍念とし〉う属を
b瀬，ら高向・）Zる勘こ，熱組めZUきつの骨組，あれは佑紗・i足，83なし）と．，

うきびめるo　た棚（こ一個の生命現象として脅え主義のす毛チャとしで生きながら寮

のぐあれば・死んだ方か∴　シだ‘．／コザ姉で舌うな3毎や保の卵，屈望め狛l事

理翰湾しらあか）は自分か嶋”、か）とこうて一・璃論も逆方向へた時子其（こ多務放り嘲う

で三省へ徹も醇約するとし）ラ4く侮別にと，7、滴くら痛くもなし，Iざかリb），岩船のいし）

場所である／”ケードの申（こ躯か）で－）た。乏しで今や，と，わずかなりだ雄健
ひとりか入ソ込もの‘こ充分冶屈撃か瀾けできた。達し）の大きさ教とも守れ（糊（ナ・セリに

なりがさ棚†種醗とし）うううとうUL，綾織約7倍会のものの固組になるう。

れ砂上Iこ遺産しだo餓親ら′兄弟を，窮を，鬼虎雄絢でなく実車伺ってゆぐ仰向

と見るの1㌔

無33的？出たアプリ漱お偉く楯験して（）磁柵をのウシ）一マンのふう店決め

うれ歌壇短所掴高潮と‘さ全編隷そし）た。まだ案坤と。う布告官

幣盤毅籍詰霧謀議器岩場灘藍
JL卜刀し、が連なりエラブ手車備蓮様のふ非なっている淀へ，ある甑か銀鈴箪き

遇っている恥靴謝るわな真読をへ，乞してノ鶏鳴は助中も宅的く真赤な
包潮0輝である氷枠線へ毎日、毎日一出漁だ㌧「番，話しか（好むぴ捉まかめる。

とれだてのム○アシ、域痢こ押し）で、ウシ2（トクかラ，），酢，丘清くこつけて食べながら′漉

酌も飲むとさである。南方へ狩って通衣をしなから主上とっさ合‘），親鰍こされ儲軌）

出も蒔き久志部落のマビラUは・魯舛㊨瓢二覚猷て（）な）イ鞄二子シもーくん，人間は苦

し）・しょ拘ンねじe　主菜鳩うだけで下貼りと語る。之の昌恵も想し鴎し馬がし，う

ん軌と付き合ってゆ〇う。借のアブ漁へ唯加の鋤細，細大1号を読弘子旬
ン骨か自分の柁えみ，る問題を．解決する糸口かありわだ。」と思，て来た匂店留かの

盈謙隷講鮨濡競謙譲瑠線議綴
親局榔紺わ軽頼う鯛こ出て，としでの乙伐りひじソ効用と
ふ姶っだ時のパ訪印）うっ（討ナ樹遡南と薙げ功，てしま弄し，る寅かあ味わ語ことカー’
これからもやって、や敵）漉，た蛾と健も。

刃、地厚の流木碇富士鴎鎚の牧場のl押一礼の一軸瓢のかさと－の妙のある壷の歩度からほ

うの曳くCくるんだ机ござり　魂の朝日連呼IC流れる虜の冬の垂の来宮畷同属の卸で・

妹火　長野のコミューンの山女のし・59蛸の火　車の大草山中の凍てか）たマキ屋久鳥の

艶窮撃繋執瀧諾紫綬力掘
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えだ‘でく色のわ工／んはト一之ントーネントネンクルflと車くなす

子供の碩’，湾虜ばだの一軒豹C加！と虫助かなぶんとんぼ離船が電灯（こ現の窃じタれ

棚制約綱フン潤し）出した。オ潮こ連れ6れほんの数鴨鍋的ごした時の

専碕る。その頃までぼ毒素ICも6月の秘か峠なるとニイニイゼミか将の末（こやって

劾周期か－ありでr千一ツキーツ」とし）ブ融声を伺くと撃破の闘鮮侶諸6れて

卵（こかてそし）つも為し・かヴきれしたものだどうでも…）とこでする頂でiも。（）こ

こ¢恵し）ことだ∴どうでをし）し）とこうで・するとIク汚し）りことはめるし）ことだiムカッに

討て向け月も絶って言の（こずいぶん良し両端5施し淳の下へと砺ひ続けて（）だんだ原
動別事公包皮的のデモンストレイジョン
俄．か／％の和紀時々・も他店と連ノなb擁締結ノ塵に賭けてみよう。

園図回
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紳）ソ雄綴自め剖）ものか埠一事不の軌）3食える 

ヽ）つさでめれ）ものも食う紬こイ働）さあ
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